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第 81 回 定時株主総会 報告事項 補助資料

１．事業報告

２．2025 年度（第 82 期）業績予想

３．中期経営計画（2022 年度～ 2025 年度）の

　　進捗状況

４．資本コストや株価を意識した経営



Japan Airport Terminal Co., Ltd.

１．事業報告

（１）事業環境

◆ 国内景気は緩やかに回復し、人手不足や資源高など供給制約による物価上昇が継続

◆ 為替相場は円安基調で推移し、少しずつ金利のある世界への移行が進む

◆ 訪日外国人は過去最高を更新し、日本人の国内外の移動も着実な回復が続いた

区　　　分 2024年度実績 2023年度実績 増減率 修正予想 増減率 2019年
暦年実績 増減率

万人 万人 ％ 万人 ％ 万人 ％

羽田空港　国内線 6,417 6,184 3.8 6,283 2.1 6,886 ▲ 6.8

羽田空港　国際線 2,292 1,909 20.0 2,272 0.9 1,853 23.6

羽田空港　　 計 　 8,709 8,094 7.6 8,555 1.8 8,740 ▲ 0.4

成田空港　国際線 3,337 2,744 21.6 3,211 3.9

関西空港　国際線 2,507 1,906 31.5 2,357 6.4

中部空港　国際線 491 322 52.4 489 0.4
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Japan Airport Terminal Co., Ltd.

１．事業報告

（２）2024 年度（第 81 期）決算総括

主に国際線旅客の増加が業績を牽引し物販は年間を通して好調、特に上期の免税売上が大幅増

ターミナル運用の拡大等で費用は増加したが、想定していた予算額は下回った

営業利益と経常利益は２年連続で過去最高益を更新し、中期経営計画目標を１年前倒しで達成

区　分 当　期
（2024年度）

前　期
（2023年度） 増　減 増減率 修正予想 差　異

億円 億円 億円 ％ 億円 億円

営 業 収 益 2,6992,699 2,1752,175 523523 24,124,1 2,6732,673 2626

営 業 利 益 385385 295295 9090 30.630.6 346346 3939

経 常 利 益 357357 272272 8484 31.231.2 319319 3838

親会社株主に帰属 
す る 当 期 純 利 益 274274 192192 8282 42.742.7 193193 8181

注：億円未満は切り捨て処理しております。注：億円未満は切り捨て処理しております。
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Japan Airport Terminal Co., Ltd.

１．事業報告

（３）2024 年度（第 81 期）財政状況

◯個 別（日本空港ビル）

◯連 結
科　　目 当　期

（2024年度）
前　期

（2023年度） 増減額
億円 億円 億円

資産の部

流　動　資　産 1,309 1,207 101

固　定　資　産 3,390 3,396 ▲  6

有 形 固 定 資 産 2,681 2,699 ▲ 17

無 形 固 定 資 産 306 312 ▲  6

投資その他の資産 402 384 17

資 産 合 計 4,699 4,604 95

科　　目 当　期
（2024年度）

前　期
（2023年度） 増減額

億円 億円 億円

負債の部
流 動 負 債 690 705 ▲  15
固 定 負 債 2,025 2,237 ▲ 212

負 債 合 計 2,716 2,943 ▲ 227
純資産の部

株 主 資 本 1,832 1,646 185
その他の包括利益累計額 41 35 6
非 支 配 株 主 持 分 109 ▲ 21 130
純 資 産 合 計 1,983 1,660 323

負 債 純 資 産 合 計 4,699 4,604 95

科　　目 当　期
（2024年度）

前　期
（2023年度） 増減額

億円 億円 億円

負債の部
流 動 負 債 917 839 78
固 定 負 債 1,001 917 83

負 債 合 計 1,918 1,756 162
純資産の部

株 主 資 本 1,516 1,493 23
評 価・ 換 算 差 額 等 27 26 1
純 資 産 合 計 1,544 1,519 25

負 債 純 資 産 合 計 3,463 3,276 187

科　　目 当　期
（2024年度）

前　期
（2023年度） 増減額

億円 億円 億円

資産の部

流　動　資　産 1,135 1,037 97

固　定　資　産 2,328 2,238 89

有 形 固 定 資 産 1,596 1,538 57

無 形 固 定 資 産 41 28 12

投資その他の資産 690 671 19

資 産 合 計 3,463 3,276 187
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Japan Airport Terminal Co., Ltd.

２．2025 年度（第 82 期）業績予想

（１）事業環境

国内景気は緩やかな回復を予想するも、物価上昇による個人消費減退がリスク要因

米国の通商政策による外国為替市場や実体経済への影響など、不透明感が高い

訪日外国人は増加予想だが、中国経済の停滞や不安定な世界情勢が懸念材料

国内線は、万博・乗継需要を考慮し、コロナ前（2019 年暦年）の 97％の水準と想定

国際線は、新規増便も落ち着き、発着枠拡大後の目標旅客数の 92％まで増加と予想

中期経営計画に対しては、国内線・国際線ともに、昨年修正した旅客想定通り

区　　　分 2025年度 2024年度 増減率 昨年予想※1 増減率 目標値※2 増減率 2019年
暦年実績 増減率

万人 万人 ％ 万人 ％ 万人 ％ 万人 ％

羽田空港　国内線 6,7046,704 6,417 4.5 6,700 0.1 6,900 ▲ 2.8 6,886 ▲ 2.7

羽田空港　国際線 2,3652,365 2,292 3.2 2,350 0.7 2,560 ▲ 7.6 1,853 27.6

羽田空港　　 計 　 9,0699,069 8,709 4.1 9,050 0.2 9,460 ▲ 4.1 8,740 3.8

成田空港　国際線 3,3963,396 3,337 1.8

関西空港　国際線 2,6082,608 2,507 4.0

中部空港　国際線 531531 491 8.1

※ 1　昨年予想は、2024 年 5 月時点の 2025 年度予想値

※ 2　目標値は、コロナ前に作成した想定旅客数
　　 （国内線は 2019 年暦年、国際線は発着枠拡大後）
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Japan Airport Terminal Co., Ltd.

２．2025 年度（第 82 期）業績予想

（２）セグメント別業績予想

第1四半期
予想

第2四半期
予想

第3四半期
予想

第4四半期
予想
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Japan Airport Terminal Co., Ltd.

２．2025 年度（第 82 期）業績予想

（３）販売費及び一般管理費の状況
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Japan Airport Terminal Co., Ltd.

２．2025 年度（第 82 期）業績予想

（４）2025 年度（第 82 期）連結業績予想

旅客増加や価格改定等に伴う増収により、営業収益は全セグメントで増加する予想

ターミナル運用の拡大と物価上昇により、費用は増加するが、増益を確保する見込み

中期経営計画に対しては、昨年上方修正した目標数値を、さらに上回る水準

区　分 次　期
（2025年度）

当　期
（2024年度） 増　減 増減率

億円億円 億円億円 億円億円 %%

営 業 収 益営 業 収 益 3,0003,000 2,699 300 11.1

営 業 利 益営 業 利 益 405405 385 19 5.0

経 常 利 益経 常 利 益 385385 357 27 7.8

親会社株主に帰属 親会社株主に帰属 
す る 当 期 純 利 益す る 当 期 純 利 益 245245 274 ▲　29 ▲ 10.8

注：億円未満は切り捨て処理しております。注：億円未満は切り捨て処理しております。
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Japan Airport Terminal Co., Ltd.

３．中期経営計画（2022 年度 ～ 2025 年度）の進捗状況

（１）2025 年に目指す姿と主な取り組み

HANEDA STAR ＆ LUXE 第 2 ターミナル　自動走行モビリティ

i ino（イイノ）

高品質と利益向上の両立を果たすべく、

ターミナル運営のオペレーションを見

直し、維持管理コストの削減や賃料等

の増収を図りながら、2030年の訪日

外客数増加に向け空港インフラとして

の機能強化を推進する。

商品構成やサービス、オペレーション、

原価率等の見直しを行いつつ、デジタル

マーケティングの活用により消費動向の

変容した顧客ニーズを発掘し、物品販売

業売上高 1,430億円（旧基準 2,190億

円）、飲 食 業 売 上 高170億 円（旧 基 準

210億円）を目指す。

・ロボット等の本格導入により、高品質

と高効率のオペレーションを確立し、

維持管理コストの適正化を図る

・商業施設のリニューアルに着手

　空室のリーシングにより賃料等の増収

を予定

・T2サテライト完成、T1サテライト着工

・T3免税店エリア／ T1マーケットプレ

イスなどの店舗リニューアルを着実に

進める

・オリジナル商品や高価格帯商品の展開

を拡大し、当社店舗の独自性を高める

・One to Oneマーケティングを強化し 、

HANEDA会員数を伸ばし、サービス拡充

・ロボット等の本格導入とDX推進により、

高品質と高効率のオペレーションを確

立し、維持管理コストの適正化を目指

す

・空室のリーシングと商業施設の再編で

魅力向上を企図、適正な価格改定によ

る増収

・T1サテライト新設工事の着実な推進

・T3免税店エリア／T1マーケットプレイ

スなどの店舗リニューアルの着実な推進

・オリジナル商品や高感度商品の展開、

予約販売の拡充、各ブランドとの連携

強化やマーケティング活用により、満

足度の高いサービスを提供し、当社の

独自性を高める

2025 年に目指す姿 2024 年度の主な取り組み結果 2025 年度の主な取り組み
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Japan Airport Terminal Co., Ltd.

３．中期経営計画（2022 年度 ～ 2025 年度）の進捗状況

terminal.0 ロボット倉庫EC サイト

2025 年に目指す姿 2024 年度の主な取り組み結果 2025 年度の主な取り組み

2030 年には収益基盤の一つとして利益

の一翼を担うことを目指し、羽田の価値・

ネットワークや空港運営ノウハウの活用

に加え、現時点で保有していない経営資

源の獲得を通じて、2025 年には売上高

100 億円規模を目指す。

・EC 新サービス導入／倉庫整備等を図る

・販売代理店事業における二次代理店／

販売取次店との業務提携の拡大

・海外空港コンサルティング推進

・HICityで、terminal.0 での共創研究

推進

●DX 戦略…
・混雑情報の情報発信強化と需要予測から

オペレーション最適化施策を継続する

・ロボット倉庫、RFID 在庫管理等の推進

●組織・人財・ガバナンス…
・女性活躍の推進、障がい者雇用の継続

・産産／産学連携の継続実施、拡充

・プラスワンプロモーションの継続

●財務戦略…
・ESG ファイナンスの検討、実施

・デジタル, AI

を中心とした

技術活用

・情報, データ

をデジタル連

携

・スマートエア

ポートへの進

化

・社外人財登用,

社外交流を強

化

・人財の専門性,

多様性

・『自ら考え挑

戦する』企業

風土

・財務体質の

早期健全化

・高度な事業

評価 , 管理体

制確立

・新たな事業

機会への適

切な投資

●DX 戦略…
・混雑情報の情報発信強化と需要予測から

オペレーション最適化施策を継続する

・ロボット倉庫、RFID 在庫管理等の導入

●組織・人財・ガバナンス…
・女性活躍の推進、障がい者雇用の継続

・産産／産学連携を継続実施、拡充

・プラスワンプロモーションの継続

●財務戦略…
・ハイブリッドローンの返済、資本政策の

検討

・EC サービス拡充／倉庫整備等の推進

・販売代理店事業における二次代理店／

販売取次店との提携拡大、商材増強

・国内外空港事業案件の着実な推進

・HICityで、terminal.0での共創研究

推進
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Japan Airport Terminal Co., Ltd.

４．資本コストや株価を意識した経営

（１）資本コストと資本収益性の分析評価

2019年3月 2020年3月 2021年3月 2022年3月 2023年3月 2024年3月 2025年3月

11



Japan Airport Terminal Co., Ltd.

４．資本コストや株価を意識した経営

（２）市場評価に関する分析

2019年3月 2020年3月 2021年3月 2022年3月 2023年3月 2024年3月 2025年3月
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Japan Airport Terminal Co., Ltd.

４．資本コストや株価を意識した経営

（３）企業価値向上に向けた取り組み

取り組みの方向性
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Japan Airport Terminal Co., Ltd.

参考資料

１．当社グループの概要

２．東京国際（羽田）空港の概要



Japan Airport Terminal Co., Ltd.

１．当社グループの概要

（１）羽田空港における当社の位置づけ
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Japan Airport Terminal Co., Ltd.

１．当社グループの概要

（２）事業内容

299,000

約372,000㎡
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Japan Airport Terminal Co., Ltd.

１．当社グループの概要

（３）当社の基本理念と経営方針

17



Japan Airport Terminal Co., Ltd.

１．当社グループの概要

（４）サステナビリティ基本方針
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Japan Airport Terminal Co., Ltd.

１．当社グループの概要

（５）沿革
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Japan Airport Terminal Co., Ltd.

１．当社グループの概要

（６）グループ企業
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Japan Airport Terminal Co., Ltd.

１．当社グループの概要

（７）セグメント別収益構造／売上高構成比

物品販売業 54.7 %
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Japan Airport Terminal Co., Ltd.

１．当社グループの概要

（８）主な設備投資の推移
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Japan Airport Terminal Co., Ltd.

１．当社グループの概要

（９）東京国際空港ターミナル株式会社の概要
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Japan Airport Terminal Co., Ltd.

２．東京国際（羽田）空港の概要

（１）旅客者数比較
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Japan Airport Terminal Co., Ltd.

参考（SKYTRAX 社実施 国際空港評価）
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